
①　計画　（Plan）

②　実施　（Do）

③　振り返り（Check）

④　改善（Ａｃｔｉｏｎ）

【参考資料】　　

※事業の取組内容・成果がわかる写真や図・グラフ等 説明

事業実施上の課題

（事業担当者記入）

キビナゴの不漁により、操業回数が減少したことにより、燃油使用量が減少した。

経費削減に視する事業と、魚価の安定化に繋がる事業をセットで行う必要があると考える。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

所得と操業意欲の向上を図るため、操業時の経費の主要を占める燃油の一部助成は、必要であり、継続すべき事業

である。

2021年度方向性 自然環境の変化により水揚量が減少傾向にある中、操業意欲が向上するよう支援を行う。

事業の意図
操業時に経費の主要を占める燃油においてその一部を助成することにより、漁業所得の向上と操業への意欲向上を図る。

共同で島外出荷を行うことにより、経費の削減を図る。

事業の実績

と

成果

取組内容 漁業者の操業経費に対して補助を実施。

成　果 漁業者の操業経費の軽減を行うことができ、操業意欲向上に繋がった。

事業名 漁業経営改善支援事業 総事業費 1,195 千円

長期振興計画

の位置づけ

施策名 水産業の振興

基本事業名 多様な担い手育成



①　計画　（Plan）

②　実施　（Do）

③　振り返り（Check）

④　改善（Ａｃｔｉｏｎ）

【参考資料】　　

※事業の取組内容・成果がわかる写真や図・グラフ等 説明

種子島漁協本所更新工事の完成検査の様子。

事業実施上の課題

（事業担当者記入）

漁協の共同で利用される備品・施設は塩害の影響等が大きく、劣化が早い。

劣化具合によっては作業効率の低下や作業の危険性を高める可能性があるため、中長期的な計画を

もって事業を実施していく必要がある。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

2年度は、給油施設の改修及び修繕を行ったが、海沿いにある共同施設のため、劣化がひどく、緊

急性があった。操業の効率化、経費の削減によって漁業所得の向上につながる。

2021年度方向性 2021年度事業実施予定なし。

事業の意図 漁業利用施設の修繕・導入や漁業機器のリースなどにより操業の効率化及び水揚げの増

事業の実績

と

成果

取組内容 本所の給油施設の更新及び浦田、住吉給油設備の修繕を実施

成　果 燃油施設の更新・修繕により、施設の長寿命化を図ることができた。

事業名 種子島周辺漁業対策事業 総事業費 26,440 千円

長期振興計画

の位置づけ

施策名 水産業の振興

基本事業名 多様な担い手育成



①　計画　（Plan）

②　実施　（Do）

③　振り返り（Check）

④　改善（Ａｃｔｉｏｎ）

【参考資料】　　

※事業の取組内容・成果がわかる写真や図・グラフ等 説明

事業実施上の課題

（事業担当者記入）

自然環境が変化し水揚数量が減少してきており、安定的な所得の確保が難しくなってきている。ま

た、少子高齢化により、次世代を担う人材の確保が難しい。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

先行投資額が大きく、新規就業者の確保、定着が非常に厳しい。関係者と支援内容の見直しが必要

である。

2021年度方向性 長期振興計画後期計画見直しに合わせ事業制度を検討したい

事業の意図 漁業開始の経費負担の軽減及び操業の活性化。

事業の実績

と

成果

取組内容 事業実施なし

成　果 事業実施なし

事業名 新規就業者支援事業 総事業費 0 千円

長期振興計画

の位置づけ

施策名 水産業の振興

基本事業名 多様な担い手育成


